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Ⅱ 現状と課題 

１  市民の意識等から見る子どもの現状  

札幌市では、子どもの実態や、子どもを含む市民の意識を把握し、推進計画

の基礎資料とするため、平成 22 年３月に「子どもに関する実態・意識調査」(以

下「実態・意識調査」という。」を実施しました。 

(1) 子どもの参加や体験について 

①子どもが意見を言うこと、参加することについて 

さまざまな場において、子どもが意見を言ったり、参加したりすることにつ

いてどう考えるか（大人）、また、自分の考えや思いがあるときに言うことが

できるか（子ども）についての問いに対し、大人の『参加すべき』(「参加すべ

き」と「どちらかといえば参加すべき」の合計)と答えた割合と比較して、子どもの

『言うことができる』(「言うことができる」と「だいたいは言うことができる」の合計)

と答えた割合が低くなっており、子どもの意見表明・参加が必ずしも十分では

ないことがうかがえる結果となりました。 

また、「地域行事の企画運営」や「札幌市政」については「特に言いたいこ

とがない」の回答が４割を超えており、市政や地域のまちづくりへの参加に対

する子ども自身の意識は決して高いものとはいえないことがうかがえます。 

 

67.9 

39.5 

40.7 

32.8 

23.3 

41.1 

21.6 

22.9 

40.2 

38.4 

33.5 

43.1 

41.6 

33.7 

1.7 

3.2 

4.1 

9.4 

6.3 

2.2 

9.2 

0.9 

1.3 

1.9 

4.7 

1.6 

0.4 

4.4 

3.3 

10.6 

8.9 

13.5 

19.4 

9.8 

25.0 

3.4 

5.2 

6.1 

6.1 

6.1 

4.8 

6.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．家庭で大事な物事やルールを決めるときに意

見を言うこと

２．学校行事の企画運営に参加すること

３．学校の部活動の活動内容を決めること

４．学校のきまりごとに意見を言うこと

５．地域の行事の企画運営に参加すること

６．地域のまちづくりやボランティア活動に参加

すること

７．札幌市政について意見を言うこと

◆子どもが意見を言ったり参加したりすることについてどう考えるか（大人）

参加すべき どちらかといえば参加すべき どちらかといえば参加すべきではない 参加すべきではない どちらともいえない 無回答

家庭で大事な物事やルールを決めるときに 

意見を言うこと 

 

 

学校行事の企画運営に参加すること 

 

 

 

学校の部活動の活動内容を決めること 

 

 

学校のきまりごとに意見を言うこと 

 

 

 

地域の行事の企画運営に参加すること 

 

 

地域のまちづくりやボランティア活動に 

参加すること 

 

 

札幌市政について意見を言うこと 
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②体験活動について 

「札幌は子どもが自然、社会、文化体験しやすい環境だと思うか」という問

いに対して、『思う』(「思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計)と回答した割

合は、大人が 55.4％、子どもが 42.4％となっており、『思わない』(「思わない」

と「どちらかといえば思わない」の合計)と回答した割合を上回っているものの、高

い数値とはいえない結果となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

33.0 

25.0 

30.0 

24.9 

10.2 

6.4 

31.7 

28.7 

24.0 

26.4 

12.8 

9.4 

10.4 

20.3 

14.5 

16.9 

21.7 

19.0 

3.6 

6.0 

4.8 

7.5 

11.5 

17.6 

18.6 

17.3 

23.8 

21.3 

40.6 

44.4 

2.7 

2.7 

2.9 

3.0 

3.1 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

《１．家庭における大事な物事やルールにつ

いて》

（小学生：家族の中の大事な物事やルー

ルについて）

《２．学校行事の企画や運営について》

（小学生：学校の行事や、進め方について）

《３．学校の部活動の活動内容について》

（小学生：設問なし）

《４．学校のきまりごとについて》

《５．地域で行われている行事などの取組に

ついて》

（小学生：地域で行うお祭りや、清掃活動

などの取組について）

《６．札幌市政（札幌市のまちづくりや市役所

の仕事）について》

（小学生：札幌市のまちづくりや、市役所の

仕事について）

◆自分の考えや思いがあるときに言うことができるか（子ども）

言うことができる だいたいは言うことができる あまり言うことができない 言うことができない とくに言いたいことがない 無回答

そう思う

11.1%

どちらかと

いうと

そう思う

44.3%

どちらかと

いうと

そう思わない

21.1%

思わない

6.8%

わからない

15.4%

無回答

1.4%

N(全体)=1970

【大人】 

思う

11.5%

どちらかと

いえば

思う

30.9%

どちらかと

いえば

思わない

24.6%

思わない

14.7%

わからない

17.6%

無回答

0.8%

N(全体)=1128

【子ども】

◆札幌は子どもが自然、社会、文化体験しやすい環境だと思うか 

 

家庭で大事な物事やルールについて（小学生：

家族の中の大事な物事やルールについて） 

 

 

 

学校行事の企画や運営について 

（小学生：学校の行事や、進め方について） 

 

 

 

学校の部活動の活動内容について 

       （小学生：設問なし） 

 

 

 

学校のきまりごとについて 

 

 

 

地域で行われている行事などの取組について

（小学生：地域で行うお祭りや、清掃活動など 

の取組について） 

 

 

札幌市政（札幌市のまちづくりや市役所の仕

事）について（小学生：札幌市のまちづくりや、 

市役所の仕事について） 
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③地域での活動や行動について 

  「最近１年間で、地域での参加や行動をしたことがあるか」という問いに対

し、最も割合の高い回答は「地域のお祭り（小学生：お祭り）」であり、また

「まったくしたことがない」と回答した子どもの割合は 11.5％に上っていま

す。 

 

 

 

 

72.3 

32.3 

22.0 

20.4 

19.3 

13.1 

12.2 

11.7 

10.7 

8.0 

6.5 

1.4 

11.5 

1.1 

88.5 

22.5 

36.8 

0.0 

27.5 

26.2 

20.3 

18.7 

13.1 

14.0 

0.0 

2.5 

5.2 

0.1 

61.5 

38.8 

12.1 

20.4 

13.9 

4.3 

6.8 

7.1 

9.1 

4.0 

6.5 

0.7 

15.6 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域のお祭り

（小：お祭り）

電車やバスでお年よりや体の不自由な人に

席をゆずる

地域のスポーツやレクリエーションの大会

（小：スポーツなどのイベント）

募金・献血などの活動

（小：なし）

地域の清掃や防災などの活動

国際交流に関する活動

（小：外国の人とふれあう活動）

お年よりのための施設を訪問する

（小：お年よりとふれあう活動）

公民館や地区会館などの講座やイベント

（小：竹トンボやお手玉のような昔あそび

などを教えてもらうイベント）

身近な地域の会社を訪問する

障がいのある人のための施設を訪問する

（小：障がいのある人とふれあう活動）

地域の子どもたちの指導や世話

（小：なし）

その他

まったくしたことがない

無回答
N(全体)=1876

全体

小学生

中学生以上

◆最近１年間で、地域での参加や行動をしたことがあるか（子ども） 
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④子どものボランティア活動について 

子どもに対する「ボランティア活動の経験の有無」についての問いでは、『活

動の経験がある』(「現在、活動している」と「以前したことがある」の合計)が、「ま

ったくしたことがない」をやや上回る結果となっています。 

  したことがない理由としては「身近にする機会がない」が最も多く、続いて

「何をすればよいかわからない」「興味がない」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、活動

している

4.3%

以前した

ことがある

45.9%

まったくした

ことがない

48.8%

無回答

1.0%

N(全体)=1128

◆ボランティア活動の経験の有無（子ども）

<ボランティアをしたことがない理由> 

身近にする機会がない 52.8％

何をすればよいかわからない 11.4％

興味がない 11.1％

めんどうだから 8.5％

ほかにやりたいことがある 5.6％

興味のあるものがなかった 4.5％
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 (2) 大人と子どもの関わりや子どものふだんの生活について 

①子どもの自己肯定感について 

子ども(中学生以上向け)に対する「自分のことをどう思うか」に関する項目で、

「自分を大切に思ってくれる人がいる」「ほかのだれかや社会のために何かを

してあげたい」について『思う』(「そう思う」と「まあそう思う」の合計)と答えた

割合が 80％を超える一方、「自分のことが好きだ」「自分は人から必要とされ

ている」については『思う』が 50～60％台と、やや低い結果となっています。 

 

 

 

 

②近所の子どもとの関わりについて 

大人に対する問い「近所の子どもとの関わりの有無」では、「出会ったとき

にはあいさつをする」が最も多く、「関わりはない」との回答も 23.8％となっ

ています。関わりがない理由として「近所に子どもがいない」、「忙しくて時間

がない」のほか「関わる方法がわからない」が 11.3％に上っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そう思う

13.2 

47.3 

20.3 

41.8 

まあ

そう思う

40.0 

37.3 

47.3 

41.9 

あまりそう

思わない

31.3 

11.5 

24.7 

10.1 

そう

思わない

13.8 

2.6 

5.8 

4.7 

無回答

1.7 

1.3 

1.9 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１．自分のことが好きだ

２．自分を大切に思ってくれる人がいる

３．自分は人から必要とされている

４．ほかのだれかや社会のために何かをしてあげたい

◆自分のことをどう思うか（子ども：中学生以上のみ）

自分のことが好きだ

自分を大切に思ってくれる人がいる

自分は人から必要とされている

ほかのだれかや社会のために何かをしてあげたい

N(全体)=1128 

◆近所の子どもとの関わりの有無（大人） 

64.6 

39.9 

37.0 

32.4 

8.4 

6.8 

1.2 

23.8 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

出会ったときはあいさつをする

良いことをしたときにはほめる

出会ったとき、時々言葉を交わす

悪いことをしたときにはしかる

一緒に地域の活動に参加する

一緒にスポーツやレクリエーションをする

その他

関わりはない

無回答

N(全体)=1970

＜関わりがない理由＞ 
近所に子どもがいない 65.6％

忙しくて時間がない 21.2％

近所の人に不審に思われる 14.5％

子どものほうが自分に関心

がないと思う 
13.7％

関わる方法がわからない 11.3％

おせっかいと思われる 10.5％

関わるのが面倒 6.6％

その他 11.3％

無回答 0.9％

 



 

- 7 - 
 

③ホッとでき安心していられる場所 

    子どもに対する問い「ホッとでき安心していられる場所」については、「家  

で家族と過ごす場所」39.6％、「自分の部屋」37.3％となっているほか、学校、

公園、児童会館などはすべて５％未満の回答となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

39.6 

37.3 

3.7 

2.1 

2.1 

0.8 

0.8 

0.7 

0.5 

0.4 

0.1 

3.5 

4.5 

3.8 

53.6 

22.7 

3.2 

4.0 

2.3 

1.1 

0.7 

0.8 

0.8 

0.3 

0.3 

3.7 

3.9 

2.7 

30.3 

47.0 

4.0 

0.9 

2.0 

0.6 

0.9 

0.6 

0.4 

0.5 

0.0 

3.3 

5.0 

4.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家で家族と過ごす部屋

自分の部屋

学校の教室

公園など地域で友だちと過ごす場所

（小：公園など、友だちとすごす場所）

友だちの家

図書館

習い事の教室やスポーツクラブ

学校の部室や図書館など

（小：学校の図書館など）

学校の保健室

塾

児童会館

（小：児童会館・ミニ児童会館）

その他

特にない

無回答N(全体)=1876

全体

小学生

中学生以上

◆ホッとでき安心していられるのはどこか（子ども）
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④いじめの現状 

 札幌市教育委員会が小学校から高等学校までの児童・生徒に対して実施して

いる「いじめの状況等に関する調査」において、「あなたは、今、いじめられ

ていると思うか」との問いに対し、「思う」と回答した割合は、年々減少して

いるものの、なお１割弱の子どもがいじめられていると感じている結果となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤不登校1の現状 

 文部科学省が行っている「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関す

る調査」における札幌市の小中学校の不登校児童生徒数の推移は以下のとおり

となっています。 

 

                                            
1 不登校：何らかの心理的、情緒的、身体的、あるいは社会的要因・背景により児童生徒が登校しないあるい

はしたくともできない状況にあること。なお、不登校児童生徒とは、「不登校」を理由に 1 年間に 30 日以上欠

席した児童生徒のこと 

◆あなたは、今、いじめられていると思いますか（小学校、中学校、高等学校の合計） 

◆不登校児童生徒数の推移 

1,639

1,659

1,654

1,600

1,620

1,640

1,660

1,680

平成19年度 平成20年度 平成21年度

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成21年度

平成20年度

平成19年度

思う 思わない 無回答

8.8%

8.3%

8.0%

90.1%

90.8%

90.7%

1.1%

0.9%

1.3%
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(3) 子どもの権利の侵害について 

①子どもの権利について 

「札幌市では、子どもの権利が守られているか」の問いに対して『守られて

いる』(「守られている」と「どちらかといえば守られている」の合計)と回答した割合

は、大人と子どもがほぼ同じ割合である半面、『守られていない』(「守られて

いない」と「どちらかといえば守られていない」の合計)は、大人が 15.4％、子どもが

21.3％と、子どものほうが、より守られていないと感じている結果となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②条例に定められている権利について 

子ども(中学生以上)、大人に対する「条例に定められている権利で守られて

いないものはどれか」の問いに対して、「いじめ、虐待、体罰などから心や体

が守られること」「障がい、民族、国籍、性別、家族のことなど、どんな理由

にせよ、差別などを受けないこと」が子ども、大人ともに高い回答割合となっ

ています。 

 

 

 

【 大人 】 

 

   

  

 

 

5.3%

15.8%

守られている

43.1%

32.5%

どちらかと

いえば

守られている

11.8%

13.7%

どちらかと

いえば

守られていない

3.6%

7.6%

守られて

いない

34.6%

29.5%

わからない

1.7%

0.8%

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大人

中学生～18歳

◆札幌市では子どもの権利が守られているか 

19.8%

21.0%

21.3%

31.6%

45.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

命が守られ、平和と安全のもとに暮らすこと

個性や他人との違いを認められ、一人の人間として尊重

されること

プライバシーが守られること

障がい、民族、国籍、性別、家族のことなど、どんな理

由にせよ、差別などを受けないこと

いじめ、虐待、体罰などから心や体が守られること

【子ども（中学生以上）】 

N(全体)=1128

◆条例に定められている権利で守られていないと思うもの 
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③児童虐待の受理件数について 

札幌市児童相談所における児童虐待の受理件数は年々増加傾向にあり、平成

21 年度は年間 620 件となっています。社会状況を反映して、内容も深刻化・

複雑化し、解決に困難を要する事例も増えている状況にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④子どもの権利救済機関（子どもアシストセンターについて） 

子どもの権利救済機関「子どもアシストセンター」の平成 21 年度の相談件

数は 1,278 件と平成 20 年度と比較して 1.7 倍となっており、また、実態・意

識調査における、子どもの認知度は、『聞いたことがある』(「知っているし、利

用したことがある」「知っているが、利用したことはない」「名前は聞いたことがある」の合

計)が 73.4％と高い結果となっており、気軽に相談できる場として認知されて

きていることがうかがえます。 

 

26.4%

27.0%

30.5%

32.6%

37.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

表明した意見について、年齢や成長に応じてふさわしい配

慮がなされること

家庭、育ち学ぶ施設、地域、行政等のあらゆる場で、自分

の意見を表明すること

障がい、民族、国籍、性別その他の子ども又はその家族の

状況を理由としたあらゆる差別及び不当な不利益を受けな

いこと

気軽に相談し、適切な支援を受けること

いじめ、虐待、体罰などから心や体が守られること

【大人】 

245
310

478

621 620

0

100

200

300

400

500

600

700

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

◆札幌市児童相談所の児童虐待の受理件数（年間推移）
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⑤子育てについて悩んでいること 

平成 20 年度に実施した「札幌市子育てに関する実態・意向調査」において、

「子育てに関して日頃悩んでいること、または気になること」という保護者へ

の問いに対し、「子どもを叱りすぎている気がする」との回答割合が、小学校

低学年の保護者では 40.0％、就学前児童の保護者では 42.0％となっています。 

 

 

28.7%

31.3%

22.4%

35.5%

31.0%

21.0%

42.0%

20.2%

17.5%

24.9%

23.9%

42.8%

34.1%

40.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

病気や発育・発達に関すること

食事や栄養に関すること

子どもとの時間を十分にとれないこと

仕事や自分のやりたいことが十分にできないこと

子どもの教育に関すること

友だちづきあい（いじめ等を含む）に関すること

子どもを叱りすぎているような気がすること

小学校低学年

就学前児童

知っている

し、利用した

ことがある

1.5%

知っている

が、利用した

ことはない

55.0%

名前は聞いた

ことがある

16.9%

知らない

25.6%

無回答

1.0%

N(全体)=1876

◆相談受付件数の年度推移 ◆子どもアシストセンターの認知度（子ども）

764
1,278

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

平成20年度 平成21年度

延べ2,950延べ2,950

延べ3,571

◆子育てに関して日頃悩んでいること 
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(4) 子どもの権利について 

①子どもの権利条例の認知度について 

実態・意識調査において、「子どもの権利条例」について、『聞いたことがあ

る』(「知っている」「少しは内容を知っている」「聞いたことがあるが内容はよくわからな

い」の合計)と回答した割合は、大人の 51.0％に対して小学生は 34.3％、中学

生から 18 歳は 36.3％と、子どものほうが低い結果となっています。 

 

 

 

 

また、『聞いたことがある』と答えた子どもに対し、その認知経路を聞いた

ところ、最も多いのが学校の授業という結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.0%

7.3%

6.8%

知っている

10.7%

6.0%

5.3%

少しは内容を

知っている

35.3%

23.0%

22.2%

聞いたことが

あるが内容は

よくわからない

47.4%

62.1%

64.7%

知らない

1.7%

1.6%

0.9%

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大人

中学生～18歳

小学生

0.7%

4.4%

1.2%

1.5%

3.4%

19.1%

37.2%

49.4%

4.3%

5.4%

2.3%

3.1%

11.3%

20.2%

35.0%

40.1%

無回答

その他

イベントなど

ホームページ

家族や友だちから

テレビやラジオ、新聞

パンフレット・チラシなど

学校の授業

小学生

中学生～18歳

◆子どもの権利条例の認知度 

◆子どもの権利条例の認知経路（子ども） 
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２ 子どもの権利の保障を進める上での課題 

札幌市における子どもに関する実態・意識調査の結果などを基に、推進計画

を策定するに当たっての課題を、以下のとおり整理します。 

 

【 課題１ 地域等における子どもの意見表明・参加の機会の拡充 】 

  家庭や学校、地域、市政において、子どもが意見を言ったり、行事などの企画

運営に主体的にかかわることについて肯定的に捉える大人が多い一方で、子ども

については、実際に「言うことができる」と答えた割合は必ずしも高くはなく、

特に地域や市政については「特に言いたいことがない」という回答が最も多く、

参加に対する子ども自身の意識は決して高くないのが現状です。 

将来の札幌の自治を担う子どもが、あらゆる場において自分たちの意見を表明

し、積極的に参加することができるよう、そのための仕組みづくりをいかに進め、

意識の啓発を図るかが重要な課題だと考えます。 

  また、子どもが豊かに育っていくためには、さまざまな体験活動や社会活動が

重要な役割を果たすものと考えますが、実態・意識調査では、４割近くの子ども

が、その環境が必ずしも十分ではないと感じているという結果となったことから、

これらの機会を拡充するよう取り組むことが必要です。 

   

【 課題２ 子どもの居場所の充実 】 

 子どもの豊かな成長にとっては、ふだんの生活の中で、自分が受け止められ、

安心して過ごすことができると実感することや、さまざまな活動を通して人間関

係をつくり合うことが大切です。 

 しかしながら、現在、遊び場の減少、核家族化、さらには地域における人間関

係の希薄化などの社会環境の変化が、子どもの過ごす環境に大きな影響を与えて

おり、さらには、いじめや不登校など深刻な状況に置かれている子どもも少なく

ない現状にかんがみると、子どもが安心して過ごすことができるような居場所の

存在がますます重要になっているといえます。 

  このため、子どもが大人に見守られ安心して過ごす中で、遊び、活動し、人間  

 関係をつくり合うことのできる環境づくりを進めていくことが必要です。 
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【 課題３ 子どもの権利の侵害への対応 】 

 いじめや児童虐待といった子どもの権利の侵害が、大きな社会問題となってい

る中、札幌市においても子どもアシストセンターの相談件数や児童相談所の児童

虐待の受理件数が増加傾向にあります。いじめや児童虐待などは、子どもにとっ

て、日常で最も身近な存在から受けるものであり、その後の成長・発達にも大き

な影響を及ぼす恐れがあることから、これらの権利侵害への対応は緊急の課題と

なっています。 

 また、実態・意識調査では、大人、子どものおよそ３割が、権利条例で定める

「障がい、民族、国籍、性別、家族のことなど、どんな理由にせよ、差別などを

受けないこと」という権利について「守られていない」と感じており、同様に、

子どもとの意見交換においても、そうした子どもの声を聞くことができました。

子どもには、いじめや児童虐待などから守られる権利があるということを、すべ

ての市民が理解するとともに、お互いの違いを認め、尊重しあい、子どもの権利

の侵害を未然に防ぐ環境づくりを、行政のみならず、市民が一丸となって取り組

むことが重要な課題であると考えます。 

 

【 課題４ 子どもの権利を大切にする意識の向上 】 

  権利条例が施行されてから一年あまりが経過し、広報普及活動や権利学習など、

さまざまな取組が行われていますが、条例に対する認知度については、未だ高い

ものとはいえないのが現状です。 

子どもの権利の保障を進めるためには、子どもを含めたより多くの市民が条例

の趣旨について理解を深めることができるよう、効果的な広報や、普及・啓発活

動を行うことが課題となります。 

特に、大人に比べて認知度の低い子どもに対する理解促進に向けた工夫が求め

られており、この場合、条例の認知経路（子ども）について「学校の授業」と答

えた割合が最も多い結果となったことからも、学校における取組が非常に重要で

あると考えられます。 

教育委員会では、条例施行に併せて、管理職員や一般教諭に対する研修、さら

には、実践的取組に向けた研究等を行っていますが、今後、研究成果を踏まえた

具体的な取組をより一層広めていくことが、重要な課題としてあげられます。 


